
○浸水被害 ： 集中豪雨によ り 、 道路冠水、 家屋への浸水が発生。
○浸水対策 ： 雨水管の整備などによ り 、 浸水被害を軽減。
○対策効果 ： 浸水被害の軽減によ り 、 安心し て暮ら せる 地域及び交通安全の確保。

昭和地区の浸水対策 北海道函館市

・平成２９年７月２２日：集中豪雨
時間最大雨量：58.5mm／時、総雨量81.5mm／日
床上浸水：１０軒
床下浸水：２９軒
道路冠水

・雨水管の整備
Ｈ３０～Ｒ２ □1200 1200mm L=287m （新設）
R２ ～Ｒ４ Φ 300～400mm L=145m （新設）

・グレーチングや排水マンホールの設置

浸 水 被 害

浸 水 対 策

・大雨による被害
床下浸水及び道路冠水なし（予定）

浸 水 対 策

・安心して暮らせる地域 異動人口の低減
・交通の安全確保 車両や歩行者の事故防止

浸 水 対 策

道路冠水
平成29年7月22日
：集中豪雨

凡 例

浸水箇所

雨水管整備箇所

横断グレーチング等設置箇所

五
稜
郭
機
関
区

雨水管整備
Φ300～400mm

国
道
５
号

昭和4丁目

昭和町



○北海道釧路市昭和地区では、 平成１ ０ 年の時間最大２ ６ ㎜の大雨によ り 大規模な浸水被害が発生。
○釧路市の下水道事業と し ては、 大楽毛５ ０ 号幹線等の雨水管整備を実施。
○平成２ ８ 年の台風１ １ 号など、 時間最大３ ６ ㎜以下の降雨で効果を発揮し 、 浸水によ る 被害の軽減が図れた。

浸水対策の効果事例（ 平成２ ８ 年台風１ １ 号など ） 北海道釧路市

対策前 対策後

対策実施に伴い、浸水被害が軽減した。

整

備

状

況

効
果



道路冠水状況 平成2 8 年 8 月3 0 日撮影(総雨量6 4 .5 ㎜/日)

◆事業の概要
・ 浸水対策事業と し て、 雨水管渠整備を実施。

事業期間： 平成２ 9 年度～令和１ １ 年度
事 業 費 ： 1 ,3 5 0 百万円
事業計画面積： 7 7 .0 h a
整備延長： φ4 0 0 ㎜～□2 0 0 0 ×1 4 0 0 ㎜ L=4 ,9 8 0 m

浸水対策事業後 平成2 9 年 9 月 1 8 日撮影(総雨量1 0 1 .0 ㎜/日)
（ 時間最大雨量3 2 .5 ㎜/時間）

雨水が適切に処理さ れている かの問いに「 そう 思わない」 と 答えた割合（ 青） のう ち、 その理由が
降雨時の浸水や災害時に不安がある と 答えた市民の割合（ 赤）

平成2 8 年度実施 平成3 0 年度実施平成2 9 年度実施

あま り そう 思わない
・ そう 思わない

2 5 .3 ％

降雨時・ 災害時
に不安がある

8 5 .0 ％

あま り そう 思わない
・ そう 思わない

2 3 .1 ％

降雨時・ 災害時
に不安がある

8 2 .2 ％

あま り そう 思わない
・ そう 思わない
1 4 .4 ％

降雨時・ 災害時
に不安がある

8 4 .3 ％

○平成28年8月30日の台風10号によ り 、 窪地と なる 地区においては道路冠水及び一部地域において床下浸水が発生し た。
○平成28年の台風被害によ り 市民アンケート での雨水対策への不安は増し ている 。
○浸水対策整備後の平成29年9月18日、 台風18号では整備が終わった地区において浸水被害は発生し なかった。

浸水対策下水道事業の効果事例 北海道帯広市



○平成27年8月11日57. 0mm/hの局地的な大雨によ り 、 雨水排除能力を上回る 雨水が一気に流入し 圧縮さ れた空気や雨水によ
り 、 マンホールから 吹き 上がる ほど の溢水やマンホール上部躯体と 舗装を変形さ せる などの道路通行被害が発生

○発生箇所は幹線が合流する 箇所であり 、 ま た管渠の能力が不足し ている こ と から 、 バイ パス 管を整備
○整備後、 同程度の降雨は発生し ていないが、 溢水等の被害も 発生し ていない。

都市浸水対策の効果事例 北海道北見市

北見駅

常呂川第2排水区
(363.0ha)

バイパス①整備済

バイパス②一部整備済

北
か
ら
南
へ
向
か
っ
て
地
形
の
高
低
差
が
あ
る

高

低

国道39号

JR石北線

市道南大通道路

被害箇所

既設管
L=約1,400ｍ □2000～□2300

バイパス①
L=約1,100m Φ1350～□1800×900

バイパス②
L=約1,400ｍ □1100～Φ1200

上流の河川切替
に伴い、余裕が
できた既存管渠
を有効利用



○浸水被害： 平成２ ４ 年の集中豪雨によ り 道路冠水等の浸水被害が発生。
○浸水対策： 下水道事業計画に基づいた雨水幹線の整備。
○対策効果： 浸水によ る 被害を 最小化する こ と で市民生活の安全と 安心の向上を図っ た。

都市浸水対策の効果事例（ 幾春別川第３ 排水区） 北海道岩見沢市

対策前

対策後

整備幹線

浸
水
被
害

・ 平成２ ４ 年９ 月１ ２ 日： 集中豪雨
時間最大雨量４ ０ mm/h
総雨量１ １ ６ mm/日
床下浸水１ 戸、 道路冠水約２ ha

浸
水
対
策

・ 雨水幹線の整備
樋門（ 2, 400×2, 400） Ｎ＝１ 箇所
函渠 □2, 400mm Ｌ ＝２ ２ ． ４ ｍ
推進管φ2, 200mm Ｌ ＝４ ０ ６ ． ９ ７ ｍ
推進管φ2, 000mm Ｌ ＝１ ９ ５ ． ３ １ ｍ

対
策
効
果

・ 雨水幹線整備に伴い浸水被害の軽減。
・ 流末河川（ 旧幾春別川） への他排水区
から の雨水排水量の低減。

道路冠水状況



①

②

①

②

③

④

⑤

⑥

○当該地区は一級河川留萌川と 普通河川八線沢川に面し ていて、 背後から 雨水管が２ 箇所の吐き 口から 排水さ れていた
が昭和50年代から 宅地化さ れたため、 近年豪雨の発生する たび道路冠水等の被害が発生し ていた。

○平成27年度～平成30年度整備し た潮静１ 号幹線及び２ 号幹線の整備後は浸水被害は発生し ていない。

東部地区雨水管整備の効果事例 北海道留萌市



◆課題・ 現状・ ・ ・ ・ ・ 近年増加し ている ゲリ ラ 豪雨等における 浸水対策を目的と し ている 。
◆事業内容・ ・ ・ ・ ・ ・ １ ０ 年確率降雨に対応し た雨水管を、 河川落差工下流ま で新設整備する 。

苫小牧市における 観測史上１ 位～１ ０ 位の値

1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 6 位 7 位 8 位 9 位 1 0 位

1 2 6 .0 1 0 0 .0 9 0 .0 8 6 .0 7 9 .5 7 9 .0 6 5 .4 5 9 .5 5 1 .8 4 8 .0

S 2 5 .8 .1 H2 6 .9 .1 1 H2 5 .8 .2 7 S 2 6 .9 .1 1 S 5 4 .1 0 .3 S 5 9 .9 .1 8 S 3 0 .8 .1 9 H2 6 .9 .1 2 S 3 7 .8 .3 0 H2 5 .8 .2 4

日最大1 時間
降水量（ ㎜）

平成２ ５ ～２ ６ 年に観測史上１ ０ 位以内が４ 回

平成2 5 年8 月2 7 日撮影

【 整備内容】
① φ1 6 5 0 ～φ2 0 0 0 ㎜・ L=3 2 4 m
②５ 年→１ ０ 年確率降雨へ能力アッ プ
③排水区を統合し 、 地区全体を改善する
④河川落差工の下流に排水する

対策実施河川落差工
（ 約２ ｍ ）

既設吐口： 出にく い

河川落差工
（ 約２ ｍ ）

新設雨水幹線 3 2 4 m
： 出やすい

● 当該地区は、 準用河川・ 普通河川の多い市内西部に位置する 住宅街であり 、 ５ 年確率降雨での
雨水管整備が行われている が、 雨天時には河川水位が上昇し 雨水排水が滞る ため、 浸水被害が発
生し やすい状況と なっている 。

● １ ０ 年確率降雨へ排水能力アッ プし 、
河川落差工（ 下図参照） 下流ま で約３ 2 4 m の管渠を新設。

写真撮影箇所

浸水対策の効果事例

平成2 9 年3 月 完成

◆効果・ ・ ・ ・ ・ 対策前は、 雨水吐口が河川水位上昇によ り 水没し 能力発揮し にく い状況と なる 。
→対策後は、 河川水位に影響を 受けずに排水可能と なり 、 能力と し て約1 1 倍に強化さ れる 。
→冠水被害が軽減さ れる 。 （ 最大4 4 cm ） ※シミ ュ レ ーショ ン解析結果によ る 。

施工写真（ 管布設）

北海道苫小牧市



○浸水被害： 集中豪雨」 によ り 、 大規模な道路冠水が発生。
○浸水対策： 新たに雨水幹線を整備する こ と によ り 、 浸水被害を低減。
○対策効果： 浸水被害の軽減によ り 、 安心し て暮ら せる 地域及び交通の安全確保。

中部第９ 排水区 浸水対策事業 北海道稚内市

浸 水 被 害

・平成28年9月5日から6日：集中豪雨
時間最大雨量35.5mm/時、総雨量192mm/日

床下浸水２戸、道路冠水約1.3ha
※過去にも、数回被害発生

浸 水 対 策

・雨水幹線の整備
ボックスカルバート □1,600×1,600mm
延長：L＝50m

浸 水 被 害 の 軽 減

・大雨による被害
床下浸水及び道路冠水の予定なし（予定）

対 策 効 果

・安心して暮らせる地域 移動人口の低減
・交通の安全確保 車両や歩行者の事故防止

平成30年度～令和３年度で実施
平成30年度実施 L=9m C=35.4百万円
令和元年度要望 L=15m C=25.2百万円

写真①

写真②

写真①

道路冠水
平成28年9月6日：集中豪雨

写真②

道路冠水
平成28年9月6日：集中豪雨

道路冠水箇所

溢水箇所

雨水管渠新設区間



○収容避難所に係る の雨水面整備を 行い浸水被害リ ス ク が低減さ れた
○街路事業によ る 道路整備（ 工事中） と 合わせて行う こ と で浸水対策と 道路整備の効果が高ま る

浸水対策の効果事例 北海道赤平市

収容避難所

収容避難所

整備済区域

吉の川（第二分区）の整備状況
H27以前 H28 H29 H30 H31

整備面積（ha/年) 0.92 0.36 0.5
整備済面積（ha) 1.23 2.15 2.51 2.51 3.01

整備率（整備面積/事業計画） 11% 19% 22% 22% 27%



○深川市では浸水対策に必要な雨水管路整備率が２ ９ ． ５ ％と 低く 、 近年の局地的豪雨等への対策に懸念がある 。
〇浸水被害を防止する ため道路事業と 連携し 整備を促進する も の。
〇道路工事と 連携する こ と によ り 、 水たま り 等道路上の滞水についても 解消さ れた。

道路整備と 連携し た浸水対策の効果事例 北海道深川市

過去５年間（Ｈ２６～Ｈ３０）の整備箇所 整備効果（水たまり解消）

凡 例
整備箇所：
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市全域

幌別地区

浸水対策の効果事例（ 鉄南第１ 排水区）

①中央町地区では、過去に浸水被害が発生。
②鉄南１号幹線区間の整備を行い、浸水リスクが大きく低減。
③市内民間分譲地の売れ行きが低迷している中、当分譲地は短期間でほぼ完売。浸水対策の実施が

人口減少の抑制に寄与。

北海道登別市

雨水管渠整備状況 市全域と対策実施区域の人口の推移比較

近郊分譲地

人口推移

H25.3 H31.3 増加率
市全域 50,985 47,931 94.01% -5.99%
幌別地区 21,089 19,725 93.53% -6.47%

市全域
減少率 5.99%

幌別地区
減少率 6.47%

市全域と比較しても人口減少率
が高い地区において、分譲した
宅地が短期間でほぼ完売。

整備済



雨水管渠整備の効果によ り 、 豪雨等によ る 内水が起因と し た浸水被害は発生し ていない。

市街地浸水対策の効果事例 北海道伊達市
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H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

整備済延長
(km)

10.5 10.6 10.7 10.7 11.0 11.0 11.0 11.0 11.1 11.1 11.4

〇雨水管渠整備状況(過去10年累計)

効
果

○伊達市では、 近年内水によ る 大き な浸水被害は無く 年間降水量が比較的少ない地域である が、 それゆえ雨水施設の脆
弱性がある 。

○ゲリ ラ 豪雨等に対応する ためにも 、 市街地の雨水管渠の整備が必要であり 、 雨水計画に基づき 整備を実施中で、 近年
は市内の幹線道路である 街路の道路改良工事に合せ雨水管渠の整備を行っている 。

○結果と し て、 近年豪雨等によ る 内水が起因と し た浸水被害は発生し ていない。



○浸水被害： 集中豪雨（ ゲリ ラ 豪雨） によ り 、 一時的な道路冠水が発生。
○浸水対策： 雨水管の整備によ り 浸水被害を軽減。
○対策効果： 浸水被害の軽減によ り 、 安心し て暮ら せる 地域及び交通の安全確保。

東部地区雨水管整備事業（ 広島第6-2排水区） の効果事例 北海道北広島市

浸水被害

平成２５年８月２７日集中豪雨
時間最大雨量 ５４．５ ㎜/時
総雨量 ７４．０ ㎜/日

道路の一時的な冠水
※過去にも、数回の被害発生

浸水対策

・雨水管整備
φ３５０～５００㎜ 総延長２８８ｍ

浸水被害の軽減

・大雨による被害
道路冠水なし

対策効果

・安心して暮らせる地域   人口の定着
・交通の安全確保   交通事故の防止

Ｈ２９～Ｈ３０実施
Ｌ＝２８８ｍ Ｃ＝１４１（百万円）

凡 例

広島第6-2排水区

Ｈ29-30整備箇所

整備済箇所

Ｊ Ｒ北広島駅

至札幌

至恵庭

道道
江別恵庭線

写真

整備前

整備後



○平成５ 年よ り 花川南地区の雨水整備を開始。
〇石狩市の雨水整備率は約65％に達し 、 浸水被害の発生を防止し ている 。
○過去に融雪によ る 道路冠水などが発生し ている 。

浸水対策の効果事例 北海道石狩市
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雨水整備率

花川南地区の雨水整備を実施

過去発生した融雪による道路冠水状況

整備状況

効 果

・浸水被害の発生を防止している。

・浸水対策を推進し、安全・安心な都市機能の確保を図る。



○北檜山処理区域内において大雨時に浸水被害が発生。
○既設雨水管の能力不足である こ と から 、 新たに雨水管渠を整備。
○整備後においては浸水被害が発生し ていない。

浸水対策の効果事例 北海道せたな町

北檜山処理区内において、
過去浸水が発生した２区域
の整備を実施。
以前は大雨時に排水ポン
プを設置し対応していたが、
整備後については浸水は
発生しておらず、住宅等へ
の被害の防止、ポンプ設置
に係る費用、作業の軽減が
図られている。



○北海道羽幌町では平成22年と 平成26年の8月に町道 幹線道路（ 南6条通り ） の道路冠水が発生。
〇羽幌町の下水道事業( 雨水対策) と し て当該地区排水区の見直し 、 H28～H30年度に栄町幹線を整備。
〇栄町幹線整備後、 道路冠水被害は軽減さ れ当該箇所での道路冠水は発生し ていない。

都市浸水対策の効果事例 北海道 羽幌町

整

備

状

況

対策前

町道 南6条通

道路冠水
エリ ア

町道 南6条通

対策後

栄町幹線

被

害

状

況

効
果

対策実施に伴い、 冠水被害を大幅に軽減

着手後着手前着手前

整備内容
HPΦ1000～1100

L=160m



○低気圧等によ る 大雨によ り 過去浸水被害が多発
○平成27年度よ り 下水道事業雨水認可区域拡大し 、 下記被害地区の改善を試みる
○整備途中である が、 明示エリ アの浸水被害は減少傾向が確認でき た

遠別町浸水対策の効果事例（ 低気圧等によ る 浸水被害） 北海道遠別町

浸
水
被
害
状
況

整
備
状
況

対策前 対策中

凡例 ：浸水多発箇所 ：整備箇所

当地区整備開始後（2015）以降の観測しうる時間最大降水量は、2019年の28.5ｍｍであった。令和元年度（2019）台風19
号は逸れる結果となったが、被害はなかった。過去に被害があったことを考えると、効果があったことがわかる。今後、現在
整備中の雨水事業を推進していくことが、頻発していた浸水被害の大幅に軽減につながっていくと思われる。

効
果

大雨により歩道上まで道路冠水 末端のトラフU240があふれている状況

雨水管Φ1100-300mmを整備中

2015 2016 2017 2018 2019

集中
豪雨

集中
豪雨

集中
豪雨

集中
豪雨

集中
豪雨

時間
最大
雨量
ミリ/時

16.5 15.0 27.5 13.0 28.5



浸水対策の効果事例 北海道豊富町

○平成２ ６ 年８ 月（ 台風１ １ 号に伴う 豪雨１ ２ ９ ｍｍ/ｈ ） 。
○豊富町の下水道事業と し て、 雨水整備計画区域の豊富川第2排水区255ｍを整備。
○平成２ ７ 年度以降の台風・ 大雨浸水被害の発生を防止、 軽減。



〇雨水整備：都市計画街路事業による道路改良を予定しており、雨水管の整備が必要。
〇浸水対策：雨水幹線枝線の新設により、都市浸水対策を図る。
〇対策効果：都市浸水対策の整備により、下水道区域内の浸水対策達成及び交通の安全確保。

道路改良予定区間
雨 水 整 備

・町道の道路改良を予定
・公共下水道による雨水管の整備が必要

浸 水 対 策

・雨水管の新設
口径：φ250ｍｍ～φ800ｍｍ
総延長：L＝0.7ｋｍ

対 策 効 果

・浸水対策達成 4.68haの排水面積整備
・交通の安全確保 車両や歩行者の事故防止

R1実施 L=153ｍ C=36（百万円）
R2本要望 L=112ｍ C=31（百万円）

中央第２ 排水区

中央８ 号幹線枝線（ 整備済）

道路改良区間

Ｒ １ 実施箇所

Ｒ ２ 以降要望

凡 例

中央８ 号幹線枝線（ 中央第２ 排水区） 浸水対策事業の効果事例 北海道遠軽町



○浸水被害： 台風等のま と ま った降雨によ り 、 道路冠水。
○浸水対策： 雨水管を整備する こ と によ り 、 浸水被害を軽減。
○対策効果： 浸水被害の軽減によ り 、 交通の安全確保。

浸水対策の効果事例 北海道新ひだか町

浸水被害
年数回の道路冠水

浸水対策
新設管 口径： φ７ ０ ０ mm

延長： Ｌ ＝１ １ ７ ｍ

整備前 整備後

対策効果
交通の安全確保→車輌の事故防止

整備費用
令和元年度実施 C=25( 百万円)

整備箇所



○道路未改良路線だったため降雨時水はけ等悪かった。

○道路改良工事と 一体で雨水管路・ 汚水管路を整備する こ と によ り 水はけの改善、 浸水対策効果を発揮し た。 ま た、 一体
で整備する こ と で工期を短縮する こ と が出来、 近隣住民への工事中の騒音等ス ト レ ス の軽減。

浸水対策の効果事例 北海道足寄町

凡 例

平成29年整備

平成30年整備

令和元年度整備

令和3年度以降整備予定

排水区

令和元年度実施（ 雨水分）

PRPφ250～300㎜
L=100. 5m C=8. 8百万円



○浸水被害： 集中豪雨によ り 大規模な道路冠水被害が発生
○浸水対策： 雨水管未整備地区に管渠を新設する こ と によ り 、 浸水被害を軽減
○対策効果： 浸水被害の軽減によ り 、 安心し て暮ら せる 地域及び交通の安全確保

釧路町セチリ 太地区（ セチリ 太第５ 排水区） 浸水対策事業 北海道釧路町

：浸水エリア
最大浸水深 H=32cm

セチリ太第5排水区

②

①

①

②

平成27年8月10日：集中豪雨
時間最大雨量：48.0㎜/h

・集中豪雨：平成27年8月10日発生 時間最大雨量：48.0㎜/h 総雨量：66.5㎜/日
⇒道路冠水 約8.4 最大浸水深 Ｈ=32㎝

道路面より宅地が高いため浸水被害なし
※過去にも数回の被害発生

浸 水 被 害

浸 水 対 策

・雨水管未整備地区の管渠新設
⇒口 径：Φ300㎜～Φ600㎜ 総延長：Ｌ＝1.20㎞

浸 水 被 害 の 軽 減

・大雨による被害
⇒道路冠水及び床下浸水なし（予定）

マンホール蓋の浮上なし（予定）

対 策 効 果

・安心して暮らせる地域：水害に強いまちづくり
・交通の安全確保：車両や歩行者の事故防止及び学童通学路の安全確保

・実施事業期間：平成29年度～令和3年度（5か年）
・総事業費：C=220百万円

道路冠水
A=8.4 




